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　つ たな い 経験 で あるが、編集委員会か らの こ 要請に

よ り、提示された要項 に従 い 、思いを記述 したい 。

1，必読文献につ いて

　一
つ を挙 げる こ とは難 しい が、色寛研究に お い て 、

私が
一

番感銘を受けたのは、Jameson −Hurvlchの反対

色理論 1 の 論文で ある。3報か らな り、可成 り、長文

であるが、必読と考えてい る。 やや古い し、今で は改

訂す べ き点も散見される 。 然 し、深 い洞察の有る、熟

読す べ き論文 で ある。

　 一般的 に は 、測色 ・色 寛の 各分 野 に つ い て は 、

Wyszecki −Stllesの Color　Science” の 関連諸章を読み、

その重要関連参考文献を当 たられると良い 。論文を読

ん で後悔を しな い コ ツ は、著名な研究者執筆の、長文

の 論文を読 む こ と で あ る 。

2 ．今後研究 して欲 しいテ
ー

マ に つ いて

　 4項に密接に関連するが、国公立の大学
・
研究所 で

は 、次の 3 項目の 研究を重視して 頂きたい 。a）色の

見え （色知覚）、色寛関連の 研究が、理論と実験両分

野に つ い て 、も っ と積 極的に研 究され て 良 い 。b）そ

れ らを心に留めながら L 各種色彩画像情報処理機器や

インタ
ー

ネ ッ トの発展を見据えた、各種色彩媒体上の

色再現技術がも っ と基礎的に研究されて良い と考え て

い る。c ）配色と造形 は、あ らゆる実用面 で不可 分で

ある 。 画像情報処理機器の 発達によ D 、配色と造形の

総合化を目指す基本的課題も、深い洞察の下に、研究

の深化が図 られて良 い。以上の 3 項の詳細 は既 に本誌

に 掲載 した 。学会 50 周年記念関西支部講演会での筆

者の 論説
’
に詳 しい 。併せ て 参照された い 。

3 ，色彩学及び関運研究の経緯

　筆者の色彩学及びその 関運研究を年代順に簡単 な コ

メ ン トと共に述 べ る、t 勿論 、これ らの諸研究は、恩師

岡 田 喜義先生 、Dr　G　Wyszecki の こ 指導 また共同研

究された、栗岡豊博士、高浜幸太郎博士、側垣博明博

士、南條基博士、橋本健次郎搏士、湊秀幸博士、矢野

正氏、山中俊夫氏 （50 音川頁）等の 方々 の 優れた能力

とこ努力 による 。 記 して謝意を表 した い n 以下 の 研究

は、1980 年 5月迄は通産省電子技術総合研究所 （電

総研）で、その後 1998 年 3月迄は大阪電気通信大学

で 行われた 。 こ の 間大阪電気通 信大学
・
納谷研究室 に

おける卒業研究生諸君の、真摯 な献身的努力 にも、心

か ら謝意を表したい 。以下、各項目毎に括弧内に、概

略の研究期間 と協同研究者名 （敬称略 ・50 音順）を

示 している 。

a ）色温度計の制作と実用 （］953 年頃。山中）。

　光電式2色色温度計の開発。岡田先生の カラ
ー

撮影

へ の支援研究 。

b） Donaldson 　 Colorimeter （DC と略 ）の校 正 と

　 CIE ］964 等色 関数採択へ の貢献 〔］961 −］963 、

　 Wyszeckl ）。

　カナ ダの 国立研究所 （NRC ）に 滞在中の 研 究。当

初の 狙い は昼光色度の視感測色、蛍光物体の視感測色

で あ っ た 。約半年掛け て 、DC の 再 整備、再 校 正 の 結

果、NPL （英国国立研究所）指定の校正法の 誤差を発

見 した 。正 しい 校 正法 を確 立 した 。 そ れ に基 づ き 、

Dr、Wyszeckrが、既 実施 の 、　 DC に よるCIE1964 等色

関数 の実地テス ト結果を再整理され、同等色関数の 正

当性が明らかにされた 。 それが、1963 年の CIEで の

採択に繋が っ た。Dr　Wyszecklに、非常に感 謝された

思い 出がある 。

c ）色対比効果 の予測 （1970 −1975 、山中、側垣 ）。

　 各種無彩色及 び有彩 色背景上 の、中心物体色の色

　 見え変化の 実験と、その 予測研究。

　 特別な視感色彩計の 制作と膨大な観測実験が山中、

側 垣両氏 によ りなさ れた 。 そ れ に基づき lncllnation

Model と称するもの を開発 した 。 然 し、色 対比現象 も

複雑 で あ り、な お多 くの課題が存在する ことを認識 し

て い る 。

d ）各種ス ペ ク トル光 に対す る視覚誘発脳波 の分析

　　（1970 −1975 、山中、側垣）。

　 視覚誘発脳波 の 解析 に 、その 当時 ま だ目新 し い か っ

た主成分分析法 を適用 した、，脳波 に含まれる反対色応

答を、世界最初に検出、＞lsion 　 Research へ 発表 した 。
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それ まで は、視覚誘発脳波 には 3色説の存在が主流で

あ っ た 。 そ の 後 、電総研大阪支所に お い て 、外池光雄

博士 らによ り、嗅覚を含む 5宮の膨大な総合研究へ と

発展されて い る 。 現在、電総研大阪支所は 、大阪ライ

フ ・エ レク トロ ニ ク ス ・リサ
ー

チ
・
セ ン タへ と、大き

く発展 して居 られる 。

e）昼光シミ ュ レータの評価法の研究 （1970 −1983 、

　 栗岡、高浜 、側垣）。

　標準の 光 D65 等を 、実用光源で実 現する場合の 評

価基準を与える研究であ る 。 この研 究は CIEの要望課

題研究と も言える。そ の 詳細は、別途 日本 照明委員会

雑誌
4 ）に詳述 してあ る。筆者は小委員会の 委員長とし

て、CIE技術報告Na51”，の取 りまとめを行 っ た。

f）観測者メタメ リズムの研究 （1981 −1992 、側垣、

　 高浜、橋本）。

　こ れ もCIEの課題研究である 。 技術委員会の委員長

は、大田登博士が務め ら れた。あ らゆる等色 の実現に

置いて、条件等色の存在は避け られない。正常観測者

でも 、個人毎に等色関数は僅かに異なる 。 或る人が等

色と判断して も、別の人は 、色ずれがあ ると判断する。

1つ の条件等色對 （一方は客先見本、他方は調色サン

プル）の場合、正常観測者でも色ずれ がある と判断す

る人の割合が多ければ、調色サ ン プル を調整する必要

があ る。 結果的には、多くの人が、等色 と判断 しうる

よ うに、条件等色の程度を改善する必要 がある 。 この

調整基準 （観測者メタメ リズム指数）の標準化で ある 。

Dr　Stilesらの等色関数測定値に、特異値分解法を適用

して得た関数を用い る方法が採択された 。 大田博士の

御苦労と こ努力を思い出す 。C ［E技術報告kO806i・とし

て 1989 年出版された 。

g）色順応効果の実験とモデルの開発 （1970 現 在ま

　 で、側垣 、高浜、橋本、矢野）。

　 こ れも 1970 年頃よ りの 、CIEの重要研 究課題であ

る 。 現在もなお熱心に研究が続けられている ． この研

究は、次の h）項と密接に関連する。約30 年に亘る、

色順応 変換 ・色知覚モデル 開発の 経緯は 、既 に 本会

誌列 こ詳細に報告 して い る。それを参照 されたい 。そ

の内、色順応変換は 1994 年CIE技術報告Nalogs ） と

して 出版 され て い る。

h）色知覚 （色見え）モ デル の 開発と各種観測実験結

　 果へ の適用 （1981 現 在まで、側垣、高浜、橋本、

　 矢野）。

　英国の Dr．RWG 　Huntと筆者らのモデルが、約20 年

間 競合 して き て い る 。 残念 なが ら、多勢 に 無勢、
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1997 年の AIC京都大会直前に開催された 、　 CIE第 1

部 会の 会合 で 、 Dr ．Hunt の モ デ ル を基礎 と する 、

CIECAM98s9 ・ が、暫定的に採択された。然 し、朱 だ

モ デルの良さと しては、勝負は付い て い ない 。 筆者と

して は、当然我々の モデルの方が、理論 的価値が高い

と信 じている 。 現在でも、競合者が我々 のモデルを無

視で きない 状況にある 。

1）Helmholtz−Kohlrausch （H −K ）効累 の実験と予測 。

　 ＞AC 法と VCC 法の差の 発見 0990 一現在ま で 、側

　 垣 、 高浜、橋本、矢野）。

　現在測光 ・測色上の 難問は 、同一の輝度 Lcd！m2
・

同一の 輝度率 （Y％）を有する 、無 彩色 と有彩 色 が、

同
一

の明るさを示さないことである 。 また条件によっ

て は、測光 づ則色 の 基本で ある加法則が成立 しな い こ

とである 。 筆者らの色知覚モデルを基礎に、光源色及

び物体色に対する、上記諸効果を予測するモ デル を開

発 した。そ の 過程で 、効果の 測定 ・予測に おい て、

VAC 法 （無彩色可変法）と VCC 法 （有彩色可変法）

の 2種が存在し、その 間に大 きな数値差のある ことを

解 明 した 。 何れ 、その 考え方及 び予測式の 正 しさは 、

世界的に受け入れ られる こ とを確信 している。

1）物体色の色知 覚属性、およびHeringの反対色理論

　 の 一部修正へ の 提案 （］990 現 在 まで ）。

　物体色の色知覚属性は、明度、クロ マ 、白味、黒味、

明るさ、カラ フ ルネス 、白味 ・黒味の 強さ、色相など

多岐にわた る。特に白味
・
黒味は現行の CIEシス テム

では全然考慮されてい ない 。 これらの 関係を、色知覚

の立場か ら明確に している。この過程で、Heringの反

対 色理論の 修正点を提案 し て い る 。前者は、CRA の

2000 、October　Issueに掲載 される。後者も採択済

み である 。

　その 他、関連研究を簡単に紹介ずる 。

a）蛍光灯 ・高圧 水銀灯 の 配光 測定 （物理測 光 ）

　 （1953 −1961 、栗岡、山中）。

　当時標準値の供給が要望された、両 光源 に対する測

光法の 確立 と標準供給で ある。球形光束計法に代わ り、

配光法 を導入 した 。 サ
ー

クラインの配光測光法が、納

谷の学位論文である。こ の研究で 、高確度測光技術を

身に つ けたことは、後日の測色研究に大変参考にな っ

た。例え ば、b）項の NRC にお ける、　 DC の校正法の

研究にも役立 っ た 。

c ）照明 計算 （相 互 反 射理 論 ）の 活 用 （1953 −

　 1961 ）。

　 b）項の配光測定法 に関連 して 、相互反射理論 を含

N 工工
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む照明計算理論をll多得 ・活用 した 。 大正末期にお ける

山内二 郎先生の こ研究 にお ける、数学能 力の高さ に驚

い た経験や、黒沢 涼之助博士 の 知遇を頂い たの も思 い

出で ある。成果 は、 1963 年の CIEウ ィ
ー

ン大会で報

告 した 。

d）配色の 研究 （1965 −1975 、辻本）。

　辻本明江女史の研究に統計面で協力した 。 配色に関

して 、配色感1胃の種類、各配色感情と構成色 マ ン セル

値との関係予測式、配色感情と面積比 、配色感情の 個

人差と性格との対応など、膨大な研究がなされた。研

究の 実施には浅野長
一

郎元 九州大学教授、故池田潤平

大 阪電気通信大学教授、難波精一郎大阪大学名誉教授

の諸先生 との、緊密な共同研究で実施された。新編色

彩科学ハン ドブ ッ ク ［第2版ユ1咽 こ要約され て い る。

4 ．や り残 したテ
ーマ

　なおや り残 したテ
ー

マ は数多い 。筆者の 既述の 提案
t：

を参照 。 以下に、やや具体的に述 べ る。

a ）非線形色知覚モデル
・
非線形色順応モ デル の 最終

　 版を逆変換も含め て 、集大成す る こ と。

　こ の仕事の結果は、筆者には見えている 。 然 し、な

お若干の計算力と気力 ・体力が必要である。も し、こ

の 研究を実施される人が居 られれば、筆者のモデル関

連論文情報を提供したい 。 その研究者が、将来色知覚

研 究を専門 とされる場合には、先ず 、こ の分野の理解

と研究指針を持つ 必要がある 。 その 目的に対し、こ の

テ
ーマ は、比較的簡単で あるが、然 し極めて有用であ

る。なお、このテ
ー

マ の良い点は、現在の色知覚 （色

の見 え）モ デ ル は、CIECAM97s を含め 長期的 には、

改革の 必要が、既 に筆者 には見えている 。 広範な生理

的
・
心理 的情報を取 D入れて、モ デルを根本的に再構

築す る 必要 がある。それ は次世代の研究である 。 その

基礎と しても本研究は重要である。

b）Heringの反対色理論に おける 、納谷 の修正 を受け

　 入れさせる こ と。

　前節P 項の研究を発展させ、結論 的な結果 へ の詰

めが今
一歩必要である 。

c）色知覚 モ デル の 色画像処理 へ の適用 。

　 これは、今後の 重要テ ーマ とな ろう。こ れ らの分野

を取 り込 む こ とが、日本色 彩学会 （Color　Soience

Association　of　Japan ）の 役害1」りで あ る。特に色見 え

モデル と関連 させ て、私のや りたい テ
ーマ で あ っ た 。

プロ ジェ ク ト研究と して も良い。

d）光 源色の 色知覚モ デル と物体色の 色知覚モ デル 、

　　それぞれの定式化。
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　筆者は、現在までの色 知覚研究の結果、光源 色と物

体色の色知覚のモデルは、異なるべ き とする、強い信

念 と根拠 を持 っ て いる。筆者らの モ デルは、物体色用

である 。 これを光源色に利用する こ とは出来ない。こ

れの解明は、今後の課題である。

e ）色見え （色知覚）と色弁別の 機構差 ・予測式の理

　 論的究明。Line　Elementの研究な ど。

　色の知覚 （色の見え）と色弁別は異なるメ力 ニ ズム

に よ り起こ る。例え ば弁別色差と、大域色差が振るま

いが異なるように 。 両者の理論的関係の究明も、や り

たか っ た研究の 1つ で ある。弁別に関する生理的
・
心

理的 情報の収集も大切であろ う。 今の 諸色差式は、一

般に Empiricai　FormuLaで あ り週ぎる 。有用で はある

が、甚だ美 しくない 。 理論的 には、既に数多く提案さ

れ て い るLine　Eiementの 研究か ら始 めるの も、重要で

あろう。日本では Llne　Elementを研 究する人を、寡聞

に して聞かない 。 誠に不思議なことで ある 。

f）色順 応実験 における両 眼隔壁法と主観評価法の差、

　 及 び両者の得失の究明 。

　両眼隔壁法と主観評価法は、そ れぞれ色順応効果の

推定実験に用 い られる 。 詳述しな い が、何れも
一

長
一

短である 。 あらゆる心理実験で 、理想的に正 しい方法

はないと、筆者 は信 じている 。 従来は主として、両眼

隔壁法に よ る 実験が多か っ た。University　of　Derby の

Luo教授の下で、　 LUTCH データと通称される膨大な主

観評価法によるデータがある。然 しそのデ
ー

タは LUO

Group の みが解析 し、　 CIECAM97s の擁護 に使わ れ て

いた。然 しそ の データは過去 10年の長期に亘 り非公

開で あ っ た。各方面か らの 、要求 によ り N や っ と 2年

前 に公 開 さ れ た 。 我々 の グ ル ープ の 予備 解析 で は 、

Luo　Group の解析は偏 りがある と思われる証拠が判明

している。これ以上は、労力の 関係で、続け られな い 。

然し、既 に 、CRA に 数報以 上の 投稿論文 と して 、結

実する研 究計画ス ト
ー

リ
ーが、筆者により確立され て

い る。学位取得を 目指す人々にも好適な世界的テ
ー

マ

であ ろ う 。 要望が有れ ば、本誌に その 研究計画の ス ト

ー
リ
ー

を、資料 と して詳細に報 告 しても良い 。 研究希

望者には、資料提供を惜しまない 。

g）色順応効果 と色対比効果の総合色見え モ デ ル の 開

　　発 。 色見え モ デルの次の 発展ステ ッ プ 。

h）配 色と造形の複合研究 。 2節参照 。

　 g）、h）項 に つ い て は紙数の関係で説明を略する 。

5，研究推進上のア ドバイス

　 こ れ につ い て は、日本 照明委員会法人化 30 周年記

N 工工
一Electronlc 　
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に詳 しい 。 詳細は

それに譲る 。 以下重複を避けて、それ らにつ いては項

目の
一

部のみを示 し、追加事項に つ い て 、項目と若干

の説明を述べ る 。

a ）国際的研究課題 に関心 を持 つ こと 。

b ）自己 の 研究に基づき国際的提案をすること。

c ）英文で論文執筆をする こと 。

d）研究のも っ とス ピー ド化を図ること。

e ）日本人研究者 間の相互支援をも っ と図る こと 。

f）実験デー
タの公開 をする こ と、他 。

以下追加項目を略述する 。

g）理論文献を読むときは、論文中の式の導出をす る

　 こと、実験文献は自分で実験 しうる自信が出来る

　 ま で 読む こ と。

h）自己の研究に対 し、早 い段階で基本ポリ シー
。 基

　 本モデルを持つ こ と。

i）それ に基づいて選ん だテ
ー

マ を、迷わず徹底的に

　 考え、実行するこ と。アチ コ チ食い散 らかさぬ こ

　 と。この際実験などで 、余 り実験パラメタを増や

　 さぬ こ となど 。

D 若い ときに徹底的 に観 測や実験をやる こと 。 特に

　 物理 測光の高精度を実現 した体験を持つ こと 。 計

　 算は老化 して も出来る。

k）各種心理現象を自分の 目で見て 、味わ うこと 。

1）統計学と数学能力を高めて お くこと。また、計量

　 心理の手法
・
官能 検査手法を学 こと 。

m ）不足能力につ い て は、それ を持つ 専門家との協力

　 体制 を持つ こと 。

一人では多寡が知れて い る 。
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